
[ 進学校からデザセンへ初挑戦 ]＊本稿は HP に掲載している記事を抜粋したものです。

私がデザセンを知ったのは 10 年ほど前。前任高校で教えていた時からずっと面白い企画だなとは思ってい

ましたが、学習として取り組む時間をなかなか得られない状況でした。初参加に踏み切ることができたのは、

赴任した山形西高等学校で１年生を担任することになり、総合学習の時間の課題として取り入れることが

できたからです。

高校に入学したばかりの新１年生が「社会を見つめ、課題解決するデザインを考えていく」という課題は

生徒にとって大きいもののように思われますが、「高校の学習は中学までと違う」ということを体感できる

きっかけになりました。社会に目を向け、身近な問題を解決するアイデアを考えましょう、と呼びかけて

も主体的な学びの活動をプログラムするのは教師にとっても難しい面があるので、デザセンは本質的な学

びへの導入として簡易さもありました。

[1 対 1 の対話で生徒の考えに触れる重要性 ]

指導においては、発想法の練習までを少し行いましたが、アイデア自体は生徒に任せました。世の中にあ

る何かと何かを組み合わせて新たに発想しよう、という指針を立てると、生徒はデザセンのホームページ

にあるいくつかのテーマ例から着想を得ていたようです。指導に特別なノウハウがあるわけではないので、

生徒から出てきたアイデアを添削指導し面談をしながら少しずつ提案を形にしていきました。

最初に提出された企画書は、予想以上にどうしようもないものも多くて（笑）。それでも「これはどういう

ことなの？」と聞いたり、メンバー同士で話をしたりしていくと、次に持ってくるものは確実に深みが増

しているんですね。それは、自分の提案について別の人の視点を交えてもう一度考えてみる、というプロ

セスができている証だと感じました。

生徒と教師が１対１で対話し考えを深める学習の１つに小論文指導があります。しかしそれは３年生になっ

てから行うので、早い段階で生徒の考えに触れられるというのはいいですね。現在、総合学習の時間では

個人研究や論文作成を進めていますが、デザセンに参加した生徒たちは、そういった課題に取り組む時も

抵抗なく考えを進めていっているように思います。

[ 進学校がデザセンに取り組む意義 ]

初出場となった『ＶＲゴーグルで見つめるＷＯＲＬＤ』（デザセン 2017 年入賞提案）は、アニメなどの仮

想世界を体感するのではなく、現実世界を見てみようという発想が評価されて決勝大会に進出することが

できました。VR ゴーグルの使い方を考える、というより、もともと食料問題に興味ある生徒がいたので、

それをより多くの人に知ってもらうにはどうしたらいいか、という考えを進めた結果、VR という技術と結

びついたものです。

彼女たちが決勝大会を通して得たのは、自分たちが伝えたいことはある一面から見た確かさ、正しさであり、

別の視点から見ることの大事さに気づいた点だと思います。そのためには、多くのものごとに触れ、感じ、

考えていく必要がありますが、高校の中だけではそういったことを感じる機会を得るのは、難しいものです。

当校は進学校なので、生徒にとっても教師にとっても大学受験が大きな存在感を持っています。前述した

ような多様な視点や考え方は、大学入学後に身につければいいからまずは勉強を、という風に私も考えて

いました。しかし現在、大学側から求められる学力も少し変化してきているように感じています。問題を

発見する力、グループで協力して成し遂げる力、発想力、提案力、そういった能力を持った人が社会には

必要で、入試で直接問われることはないものの大学としても意識しているようなのです。県内の進学校に、

思考力・判断力・表現力を探究型学習によって育む探究科が設置されたのもそういった流れの１つでしょう。

[ 教師自身が社会に目を向け、 豊かな学びを実践 ]

我々はどうしても専門教科の枠の中で教えることになります。しかし大切なのは、数学を教えることでは

なく、数学で何を教えるかです。普段の授業でそれが実践できていればいいのですが、難しさを感じてい

る場合、少し視点を変えてデザセンに取り組んでみると良い刺激になるように思います。

教師は生徒に「外に出て学びなさい、社会に目を向けなさい」と言いながらも、自分たちは学校の中にい

ることが多いのではないでしょうか。デザセンに参加して私が感じたのは、我々教師も社会の中に入って

いかないといけない、ということ。今回はアイデアを出して終わりにしたものがほとんどでしたが、社会

で実践してみるところまでやれると、学びはさらに豊かになっていくでしょう。今後は、生徒たちがもっ

と深く考え、広い視野を持てるような機会を、少しでも作れるような活動をしていきたいですね。

5

※提案書の作成方法などは、同封している教員ガイドをご活用ください。

応募資格

審査基準

以下を審査し、総合的に優れた提案を評価します。
・問題発見力、分析力
・発想力、企画構想力、独創性
・表現力、説得力
・実現可能性

審査員

優勝    …1 チーム／優勝旗、トロフィー、賞状、副賞（1人当たり５万円相当）
準優勝    …1 チーム／トロフィー、賞状、副賞（1人当たり３万円相当）
第三位    …1 チーム／トロフィー、賞状、副賞（1人当たり２万円相当）
ニコニコ生放送視聴者賞 …1チーム／賞状、副賞（１人当たり２万円相当）
審査員特別賞   …2 チーム（入賞、入選の中から）／賞状、副賞（１人当たり２万円相当）
入賞    …5 ～ 7チーム／賞状、副賞（１人当たり１万円相当）
入選    …20 チーム／賞状、副賞（１人当たり 5,000 円相当）

決勝大会審査員は、10 月中旬以降にホームページで発表します。

表    彰

応募要項

探究型学習の成果発表全国大会

同じ高等学校に通う生徒 3名もしくは 2名で 1チームとし、１チーム・1提案で応募してください。
  （その他の条件）
・同じ高校であれば、学年や男女の構成などは自由。1高校から何チームでも応募可能です。
・チームの構成メンバーが 1名でも異なれば、別チームとみなします。これにより、1人が複数のチームで応募可。
・高等専門学校の場合は 3年生まで応募可。
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一次審査　提案書で応募

「提案書」を作成し、応募用紙と共に事務局までお送りください。提案書の作成方法は、P.5 を参照してくだ
さい。審査結果は、応募校すべての指導教員宛に 10 月 11 日（火）頃に通知します。また二次審査へ進むチー
ムの指導教員には、別途資料等を送付します。
　　
◎提案書・応募用紙の受付期間

2023 年 7月 3日 (月 )～ 9月 4日 (月 ) ※当日消印有効

二次審査　プレゼンテーション資料の提出

一次審査を通過した提案書の内容を、Powerpoint のスライド 5 ページ以内でプレゼンテーション資料を作
成し、データをデザセン事務局までお送りください。審査結果は大会ホームページ上にて、12 月 11 日（月）
頃に発表します。また入賞 10 チームには決勝大会（最終審査）出場に関する詳しい実施要項を別途お送り
します。

下記の条件を満たす資料データを期間内に提出いただきます。

【データに関して】
ファイル形式：Powerpoint（拡張子 .pptf）※PDF に書き出したデータも可
ファイルサイズ：9MB以下
ページ数：5ページ以内（出品票を除く）
　　　   
※アニメーションや動画の埋め込みは不可
※資料の形式やデザインに指定はありません
※Powerpoint の使用ができない場合はご相談ください。

【提出方法】
1次審査通過後にお知らせする二次審査プレゼンテーション資料提出用応募フォームからお送りください。

◎プレゼンテーション資料受付期間

一次審査結果通知日～ 2023 年 11月 13日 ( 月 ) まで
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留意事項

問い合わせ先

主催：東北芸術工科大学
  

後援：文部科学省、経済産業省、山形県、山形市、全国都道府県教育長協議会、全国高等学校長協会、公益社団法人全国工業高等
学校長協会、 全国商業高等学校長協会、公益財団法人全国商業高等学校協会、日本私立中学高等学校連合会、一般社団法人日本
デザイン学会、基礎デザイン学会、公益社団法人日本インダストリアルデザイナー協会、   公益財団法人日本デザイン振興会、一般社団
法人日本デザインコンサルタント協会 、全国高校デザイン教育研究会、一般社団法人芸術工学会
協力：株式会社ドワンゴ
※以上の後援・協賛・協力は申請中。

　　

【発表方法】　発表時間：7分間（発表後に審査員との質疑応答約 3分間）
ZOOM（ビデオ会議システム）を使用し、プレゼンテーションおよび審査員との質疑応答を行います。
パワーポイントや動画などの資料データを事前にデザセン事務局へ提出いただければ、当日プレゼン
テーションに合わせて映すことができます。

【プレゼンテーション準備費用】
1チーム 1万円を助成します。
　
【開催日・表彰式】
2024 年 2月 24 日（土）　※2月 23 日（金）は通信チェック等のリハーサル。
表彰式：公開プレゼンテーション終了後に、放送プログラム内で行います。

◯提案内容は、応募者自身のオリジナルに限ります。
◯提出物の送付にかかる費用はすべて応募者でご負担ください。
◯提案内容に関する全ての知的財産権は応募者にあります。ただし、入賞・入選提案を大会ホームページ、
または主催者が発行する各種媒体で発表するほか、報道機関に対しプレスリリースなどで受賞情報（高
校名、教員名、生徒氏名、学年、タイトル等）を提供します。
◯商品化などに発展した際の権利関係は、実態に合わせて関係者間で協議する場合があります。
◯募集要項の掲載事項を諸事情により変更する場合がありますので、予めご了承ください。

全国高等学校デザイン選手権大会事務局
〒990-9530　山形県山形市上桜田 3-4-5（東北芸術工科大学内）
TEL: 023-627-2139　FAX:023-627-2308
E-mail: design@aga.tuad.ac.jp

決勝大会　口頭発表（オンライン開催）

入賞 10チームは、オンライン（ニコニコ生放送）で開催する決勝大会（最終審査）にて提案内容をプレ
ゼンテーションします。
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